
２－３　成人歯科保健

40歳以上の日本人が歯を失う最大の原因は歯周病です。成人になると、仕事、家庭など個人を取り巻く環境が多様化し、歯や口の自己管理がおろそかになりやすくなります。成人では歯周病に罹っている割合が極めて高い一方で、定期的な歯科健診を受診している人は少ないなど、成人期の歯周病対策を効果的に推進していくためにはいくつかの課題があります。

歯周病は、主に口の中の歯周病菌が引き起こす炎症性の疾患であることは知られていますが、喫煙習慣や肥満、糖尿病、骨粗鬆症、ストレスなどがあると、歯周病の症状をさらに悪化させることや、反対に歯周病が全身の疾患に影響を及ぼしていることもわかってきました。
自分の歯で一生過ごすためには、歯周病の予防や治療は、生活習慣病対策の面からも非常に重要なものとなってきています。

【現状と課題】
　　○平成17年の歯科疾患実態調査では、本県の20～59歳まで概ね26本以上の歯を有していますが、60歳からは急激に歯が減少していきます。　　
　　　　　図２－３－１　歯の喪失に関する指標
　　　[image: image1.emf]歯の喪失に関する指標
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	年齢階級
	現  在　歯　数
	20歯以上保有者率

	
	全　国
	福 岡 県
	全　国
	福 岡 県

	20～24
	28.8
	27.6
	100.0%
	100.0%

	25～29
	29.1
	27.9
	100.0%
	100.0%

	30～34
	28.6
	28.0
	 99.6%
	100.0%

	35～39
	27.9
	28.0
	 99.5%
	100.0%

	40～44
	27.5
	26.9
	 98.0%
	100.0%

	45～49
	26.4
	27.7
	 95.0%
	100.0%

	50～54
	24.8
	26.8
	 88.9%
	100.0%

	55～59
	23.6
	26.3
	 82.3%
	 94.4%

	60～64
	21.3
	24.6
	 70.9%
	 88.9%

	65～69
	18.3
	22.1
	 57.1%
	 70.0%

	70～74
	15.2
	18.8
	 42.3%
	 52.9%

	75～79
	10.7
	11.6
	 27.1%
	 37.5%

	80～84
	 8.9
	 7.1
	 21.1%
	 14.3%


　
○平成17年の歯科疾患実態調査では、成人の歯周疾患有病率は概ね75%を超えており、４人に３人が歯周病に罹患しています。その進行はゆっくりしていて症状を自覚することが難しく、気がつかないうちに重度の歯周病に進行していることがあります。
○成人期（40歳代以降）になると、歯ぐきが退縮し、歯間部の隙間が広くなります。また、歯周ポケットが深くなる傾向があります。
　　※歯周ポケットとは歯と歯ぐきの間の溝のことです。通常、この溝の深さは3mm以下です。
○歯周疾患は、生活習慣に起因することから、歯肉炎の多発する傾向にある学童期から、歯科保健教育を実施し、良好な歯口清掃習慣を体験学習し、成人期に至るまで継続することが大切です。

図２－３－１　歯周疾患有病率
[image: image2.emf]歯周疾患有病率
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	年　齢

階　級
	20

～24
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～34
	35

～39
	40

～44
	45

～49
	50
～54
	55

～59
	60

～64
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	罹患率
	76.2%
	74.7%
	80.3%
	79.5%
	84.6%
	86.8%
	87.5%
	85.5%
	84.2%
	80.4%



　　　　　　　　　　　　　
○福岡県住民意識調査によると、定期的な歯科健診を受けている者は26.3％と４人に１人が受診しています。（平成16年、平成17年、福岡県歯科医師会調べ）
○国民健康・栄養調査によると、40代で約3人に１人が歯間部清掃器具を使用しています。また、30歳を過ぎると男性に比べて女性の使用率が高くなっています。
○歯周疾患対策としては、かかりつけ歯科医を持ち、定期的な歯周疾患検診、プロフェッショナルケアとセルフケアを確保することで高い罹患率を抑えることが可能です。
    　※プロフェッショナルケアとは、かかりつけ歯科医が定期的に専門的な手法を用いて歯垢や歯石の除去を行うこと。

※セルフケアとは、家庭で行うブラッシングや歯間ブラシなどの補助用具を用いて歯垢を除去すること。

図２－３－２　歯間部清掃器具（1つ以上）の使用率
　  　　[image: image3.emf]歯間部清掃器具（１つ以上）の使用率
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	総 数
	20～29歳
	30～39歳
	40～49歳
	50～59歳
	60～69歳
	70歳以上

	男 性
	23.9%
	20.3%
	21.1%
	29.4%
	26.0%
	27.6%
	21.8%

	女 性
	33.4%
	24.0%
	40.5%
	43.6%
	39.8%
	37.6%
	21.1%

	総 数
	29.0%
	22.3%
	31.6%
	36.9%
	33.3%
	33.1%
	21.4%


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年国民健康・栄養調査）
○タバコは肺がん、食道がんや心臓病など、いろいろな危険因子になっているほか、タバコを吸う人は歯周病に罹りやすく、症状も重く、進行も早いため、治療をしてもなかなか治りにくい傾向にあります。
　　※１日１箱（21本）以上タバコを吸う人は、喫煙しない人よりも５倍以上歯周病になりやすく

また、１日半箱（9本）以下でも３倍弱のリスクがあるとの研究成果が発表されています。
○平成７年から、老人保健法で「歯周疾患検診」が健康診査に追加され、県内では16市町村が歯周疾患検診を実施しています。

　　※歯周疾患検診は、平成20年度から健康増進法に基づいて実施されることとなりました。

○歯周病の罹患率を下げるには、対象者を階層化し、特定保健指導に準じた歯科保健指導を導入することが効果的です。
表２－３－１　歯周疾患検診等の実施状況

	項　　目
	市　町　村　数
	備　　　考

	
	集　団
	個　別
	合　計
	

	歯周疾患検診
	  ７
	１０
	１７
	北九州市、福岡市など

	成人歯科検診
	  ９
	  ５
	１４
	行橋市、筑紫野市など

	その他の歯科検診
	１０  
	１０
	大牟田市、飯塚市など

	健康教育・相談
	２８
	２８
	北九州市、福岡市など


　　　　※歯周疾患検診のうち、星野村では、集団、個別いずれも実施されています。
※検診の対象年齢は市町村によって異なっています。
○福岡県歯科医師会では、市町村の健康づくり担当者や産業保健指導者などを対象として、成人期の口腔ケアについて講習会を開催しています。


【今後の方向】
○定期的に歯科健診や歯石除去などを受けることは、歯周病予防に効果的であることから、かかりつけ歯科医をもつことの意義を歯科保健大会などを通じて啓発していきます。
○個人で行う口腔清掃の方法として、歯間部清掃用器具（デンタルフロスや歯間ブラシなど）が活用されるように普及・啓発を図ります。
○喫煙が歯周病に及ぼす影響や、糖尿病のほか生活習慣病と歯周疾患との関連についての知識の普及・啓発を図ります。

○市町村や事業所などに対して、歯科健診やその後の継続的保健指導を導入するよう働きかけます。
· 全ての市町村で「歯周疾患検診」や「成人歯科検診」が実施されるとともに、受診率が高まるように地域歯科保健医療推進協議会などを通じて働きかけていきます。


２－４　産業歯科保健

産業歯科保健は、集団に対する健診と指導を行う場として非常に効果的な分野であるにもかかわらず、一般の労働者には歯科健診受診の機会がきわめて少ないことから、この利点が十分に活かされていません。一方、生活習慣の乱れや歯科保健意識の低下などにより、発症していても気づかない、または我慢するなどして、口腔内環境の悪化をもたらすことにもなります。このように、将来、歯の喪失につながる時期であるとともに、仕事の能率や快適な職場環境をつくるうえからも、産業歯科検診は重要な分野といえます。
今後は、成人期の予防対策の一環として、事業所歯科健診の実施を働きかけるとともに、口腔衛生指導、歯科健康教育・相談を行い、歯科健康管理や効果判定を行っていくことが大切となっています。
【現状と課題】

 ○現在、労働安全衛生法では、酸やりんなど歯や支持組織に有害な物質を扱う職業に関し歯科健診が義務付けられていますが、一般健診の中では歯科健診や健康教育を義務付けてはいません。

   ※労働安全衛生法第66条では、蓄電池工場や肥料工場などの塩酸、硝酸、黄りんなどの有害なガス、蒸気又は粉じんを発散する恐れのある事業所は、６か月に１回の定期的な歯科医師による健康診断が義務付けられています。　　　

○平成８年９月には労働基準局長通達により「適時、歯周疾患に関する健診の機会が事業場において提供されることが望ましい」旨が示されました。
○平成20年５月には、厚生労働省労働衛生課長通知により、市町村の行う歯周疾患検診の対象者に労働者が含まれること、事業者は健康保険組合と歯科検診の実施について必要に応じ相談することなどが示されました。
　　○福岡県歯科医師会は、平成19年度に24事業所、1,209人に事業所歯科健診を実施しています。
         　表２－４－１　事業所歯科健診の実施状況

	
	平 成 1 7 年 度
	平 成 1 8 年 度
	平 成 1 9 年 度

	
	事業所数
	延受診者数
	事業所数
	延受診者数
	事業所数
	延受診者数

	有害業務事業所
	　　　６
	９４
	　　　８
	２１０
	　　　７
	１４７

	一 般 事 業 所
	　　　８
	７８
	１０
	８８
	１２
	９２

	全県下型事業所

（保険組合等）
	５
	６９４
	　　５
	５３８
	５
	９７０


○福岡県歯科医師会では、常時50人以上雇用する事業所約1,200～1,300か所に講習会の開催や歯科健診の案内を送付するなど事業所歯科健診の啓発を行っています。
○事業所歯科健診の受診率は低い状況にありますが、その理由として「今の経済情勢下における経費の問題」、「事業主の認識が不十分である」、「実施に当たって具体的手段がわからない」などのほか、「歯科健診は個人対応」などがあるため、今後も職域における歯科保健の重要性や、その効果について普及啓発する必要があります。

【今後の方向】
○事業主、労働者、健康保険組合などに歯科健診、保健指導、健康教育の重要性について普及啓発します。また、事業所の保健担当者に対して、歯科医師会が行う研修会などを通じて歯科保健の情報提供を行い、事業所における歯科保健の導入を促進します。
・事業所における定期的歯科健診の実施

・歯科健康教室での保健指導の実施（セルフケア能力の付与）
・禁煙教室を通じて、歯周疾患に及ぼす影響についての知識の普及啓発
・糖尿病と歯周疾患の関連についての知識の普及啓発
　　○福岡産業保健センターは、従業員50人以上の事業所に対して、また地域産業保健センターは、郡市区医師会に委託して、産業医の選任義務のない従業員50人未満の事業所を対象に、健康相談・保健指導などを行っていることから、両センターと連携し、歯科保健についても事業所への普及啓発を促進していきます。
　　　
　　○産業歯科健診やアンケート調査より得られたデータを有効に活用するため、福岡県歯科医師会と連携し、健診様式の統一やデータの管理、評価のシステムの構築について検討します。
　　○県は、福岡県歯科医師会、福岡労働局や産業保健センターなどの関係団体と、産業歯科保健の普及・啓発を図るため、相互に情報交換や協議の場を設置することを検討していきます。







平成19年度地方職員共済組合福岡県支部委託健診結果





地方職員共済組合福岡県支部では、平成19年度から一般健診の中で、


希望者に対して歯科健診を実施しています。（歯科健診受診者数：352人）





項          目�
人 数�
割 合�
�
かかりつけ歯科医を決めている�
164�
46.6%�
�
その内年１回の歯科健診を受けている�
　88�
25.0%�
�
ﾃﾞﾝﾀﾙﾌﾛｽや歯間ﾌﾞﾗｼを使用している�
114�
32.4%�
�
歯周疾患の有無�
295�
83.8%�
�
進行した歯周疾患の有無�
　55�
15.6%�
�












産　業　歯　科　保　健





産業健診は、本来、職業病の予防や早期発見のために行われてきたもので、現在では、職業病に限らず全身的な健康管理を目的として実施されています。一方では、定期的に健診を行うことが早期発見・早期治療に結びつき、医療費削減にも役立っていると考えられています。


「産業歯科健診」とは、企業や事業所単位で定期的な歯科健診や歯科保健指導を行うもので、特に定期的な歯科健診を受ける機会の少ない成人には効果的であり、この歯科健診では単にむし歯の有無を調べるだけではなく、歯を喪失する主原因である歯周疾患検査やブラッシング指導、歯科相談なども含まれています。


　本県では、地方職員共済組合、自動車製造企業の健康保険組合などが歯科健診も健康診査に取り入れています。








歯周病と生活習慣病やメタボリックシンドロームについて





糖尿病や肥満のある人には、歯周病が多くみられ、重症化しやすいこと、その一方で自分の歯で噛み、ゆっくりと食事をすることが肥満の予防になることが様々な研究から明らかになっています。


　メタボリックシンドロームの要件である肥満や高血糖などに深く関連しているのが食生活であり、バランスのとれた食事を良く噛んで食べることが大切です。そのためには、口腔の健康は欠かせないものです。
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